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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究は、擬１次元有機伝導体 (TMTTF)2Brとクラスレート化合物Ba24Si100の基底状態の探求と、その基本と
なる高圧媒体Daphne7373の開発に関するものである。 
 擬１次元系の統一相図として提唱されているJéromeの温度-圧力相図によれば、圧力増大とともに整合スピン
密度波（C-SDW）が不整合化し、更には超伝導の発現も期待される。これらの基底状態を発現する圧力軸の本質
の探求を目指した。その結果、１軸性圧力下でd lnρ /d (1/T) が異常を示す温度（T *＝2-4K）をSDW転移温度
以下に発見した。このT *をsub-phase転移温度とし、(TMTTF)2Brの1軸性圧力下における温度-圧力相図を作成し
た。T *付近にあらわれた異常や、抵抗率の温度依存性における朝永-Luttingerのべき乗則のKρ から差がみられ
た。また、１軸性圧力下においては、すべての圧力印加軸方向でSDWギャップは不安定となり、強く抑制された。
一方、負の磁気抵抗（N-MR）がT *付近で発現した。このN-MRの温度依存性、磁場依存性を解析した結果、b’、
c*軸方向の１軸性圧力下のN-MRはsub-phaseへの転移にともなうゆらぎによるものと考えられ、a軸方向では、
ゆらぎの他の要因もあることが示唆された。超伝導の発現はなかったが、3GPa付近のsub-phaseの境界や、N-MR
の情報は、高圧に向けてsub-phaseの消失を示し、超伝導相の発現の可能性の見通しを得た。 
 また、ラトリングするクラスレート化合物Ba24Si100の温度圧力相図の作成により、以前の他の発表と大きく異
なる7Kと、1Kで超伝導を観測した。この過程で高圧力媒体、Daphne7373の性質を精査し、常温での固化点を2.2GPa
と決定し、この値は世界の研究者に広く使われるようになった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、擬１次元有機伝導体 (TMTTF)2Brとクラスレート化合物Ba24Si100の基底状態の探求と、その基本と
なる高圧媒体Daphne7373の開発に関するものである。 
 擬１次元系の統一相図として提唱されているJéromeの温度-圧力相図によれば、圧力増大とともに整合スピン
密度波（C-SDW）が不整合化し、更には超伝導の発現も期待される。これらの基底状態を発現する圧力軸の本質
の探求を目指した。その結果、１軸性圧力下でd lnρ /d (1/T) が異常を示す温度（T *＝2-4K）をSDW転移温度
以下に発見した。このT *をサブフェーズ転移温度とし、(TMTTF)2Brの1軸性圧力下における温度-圧力相図を作
成した。T *付近にあらわれた異常や、抵抗率の温度依存性における朝永-Luttingerのべき乗則のKρから差がみ
られた。また、１軸性圧力下においては、すべての圧力印加軸方向でSDWギャップは不安定となり、強く抑制さ
れた。一方、負の磁気抵抗（N-MR）がT *付近で発現した。このN-MRの温度依存性、磁場依存性を解析した結果、
b’、c* 軸方向の１軸性圧力下のN-MRはサブフェーズへの転移にともなうゆらぎによるものと考えられ、a 軸方
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向では、ゆらぎの他の要因もあることが示唆された。超伝導の発現はなかったが、3GPa付近のサブフェーズの
境界や、N-MRの情報は、高圧に向けてサブフェーズの消失を示し、超伝導相の発現の可能性の見通しを得た。 
 また、ラトリングするクラスレート化合物Ba24Si100の温度圧力相図の作成により、以前の他の発表と大きく異
なる7Kと、1Kで超伝導を観測した。この過程で高圧力媒体、Daphne7373の性質を精査し、常温での固化点を2.2GPa
と決定し、この値は世界の研究者に広く使われるようになった。 
 以上のように本論文で得られたこれらの結果は、有機伝導体の物性に関する基礎的なデータを確立し、また、
新しい物理の出発点となる知見を提供した。これらの成果は有機伝導体はもとより、広く強相関電子物性の物
理学の発展に寄与し、更なる発展を期待させるもので、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査し
た。 
